
人と獸との會話自在
Conversation between people and beasts
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動物語研究の進歩により小学校に動物語科

ができ、人と犬・猫・猿は自由に会話ができ

るようになり、従って使用人などの仕事は犬

などによって行なわれるようになる。
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さすがに、犬・猫・猿と自由に会話はできないし、犬が使用人にもなってい

ません。

動物と会話をしたいとの欲求はあり、2002（平成14）年にタカラが犬の

鳴き声を分析し6種類の感情表現を液晶画面に表示する「バウリンガル」

が発売されると約30万個も売れました。

〈解説〉

実現していない



館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360 https://www.tcmit.org/360virtual/

これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。 
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。

当サイトに掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。
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